別記様式

平成　　年　　月　　日

公益財団法人石川県産業創出支援機構　

　理事長　　谷　本　正　憲　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請予定者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　印

平成２９年度いしかわ次世代産業創造ファンド事業助成金事業計画書

（次世代産業創造支援事業（航空機））
　平成２９年度いしかわ次世代産業創造ファンド支援事業助成金（次世代産業創造支援事業（航空機））の事業計画を下記のとおり提出します。

記

１　テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（研究・試作開発、品質管理能力の向上（以下、研究・試作開発等）の目的・目標を的確に表現した簡潔な名称を記入）

２　事業計画書　　　　　別紙１－１、１－２（類似計画がある場合のみ）
３　連携体の構成　　　　別紙２－１、２－２　　
４　事業内容　　　　　　別紙３
５　事業予算　　　　　　別紙４
６　全体概要　　　　　　別紙５（採択となった場合、公表することがあります。）
７　その他
※申請者及び連携体構成企業の直近２カ年の決算書（貸借対照表、損益計算書（販売費及び一般管理明細、製造原価明細含む）、株主資本等変動計算書（利益処分計算書））を添付。
（事業計画書の作成者）

　①職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②担当者勤務地住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　③電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　④ＦＡＸ番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　⑤電子メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

別紙１－１
事業計画書
	研究・試作開発等のテーマ
	（研究・試作開発等の目的・目標を的確に表現した簡潔な名称）

	申請者の

名称（企業名）
	

	連携体の構成
	※連携体を構成する場合、企業、大学等の名称を記載してください。

	アドバイザー
	※アドバイスを受ける企業等の名称を記載してください。

	研究・試作開発等の背景及び必要性
	※別紙３の「２　研究・試作開発等の背景及び必要性」に記載した内容を要約してください。

	研究・試作開発等の目的・目標
	※別紙３の「３　研究・試作開発等の目的・目標」に記載した内容を要約してください。



	研究・試作開発等の課題及び研究項目
	※別紙３の「４　研究・試作開発等の課題及び研究項目」に記載した内容を要約してください。

	研究・試作開発等の成果の
事業化
	※別紙３の「７　研究・試作開発等の成果の事業化」に記載した内容を要約してください。

	実施期間
	開始予定：交　付　決　定　日

完了予定：平成　　年　　月　　日


別紙１－２

類似計画等状況説明書
	事業名称
	

	事業主体
（国、県等）
	

	テーマ名
	

	総括研究
代表者
	

	研究開発等
実施者
	

	提案額
	千円

	研究期間
	

	研究開発内容
	

	本事業との

相違点等
	


· 　国、県等による研究開発事業において、「過去５年以内に実施済み」又は「現在実施中」もしくは「現在申請中」及び「今後申請予定」で、本提案内容と類似した研究開発内容と思われる又はその恐れがあるものについては、類似計画等状況説明書を作成し、それぞれの相違点について説明してください。
提案後に類似計画等が発覚した場合には、採択や補助金交付決定等を取り消す場合があります。
別紙２－１
連　携　体　の　構　成

１　企業概要
	①名　　　　称
	（連携体の代表者）
	（他の連携企業）

　（Ａ社）
	（他の連携企業）

　（Ｂ社）

	②代表者職・氏名
	
	
	

	③本社所在地
	
	
	

	④資本金（千円）
	
	
	

	⑤従業員数（人）
	
	
	

	⑥本研究開発の実施体制　
	実施場所
	
	
	

	
	担当部署名
	
	
	

	
	主任研究員
職・氏　　名
	
	
	

	
	研究員の人数
	
	
	

	
	連絡先
（電話番号等）
	
	
	

	
	連携体での
役割・分担

	
	
	


２　大学・公設試験場等概要
	①名　　　　　称
	
	
	

	②代表者職・氏名
	
	
	

	③研究者職・氏名
	
	
	

	④所　在　地
	
	
	

	⑤実施場所
	
	
	

	⑥連絡先
（電話番号等）
	
	
	

	⑦連携体での役割・分担
	
	
	


別紙２－２

連携体のイメージ図

	※「別紙２－１　連携体の構成」を踏まえながら、連携体内での役割分担や研究・試作開発等の流れがわかる図を記載してください。

（例示）

　　　　　　商社・代理店等（製品の販売、市場ニーズの提供）


　　製品の供給 　　　　 市場ニーズの提供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　託

　　　　　代表者（コア企業）　　　　　　　　　　　　大学・公設試験場等
　　　（試作品の製作、品質管理向上、製品化）　　　　（評価試験の実施）


　　　委　託　　　　　　　　　　　委　託

　　　　　連携企業Ａ　　　　　　　連携企業Ｂ（試作品の軽量化・小型化の担当）

　　　　（一部の工程の担当）




別紙３
※別紙３は全体で１０枚程度としてください。
事　　　業　　　内　　　容

１　研究・試作開発等テーマ
　　※研究・試作開発等の目的・目標を的確に表現した簡潔な名称を記入してくださ
い。
２　研究・試作開発等の背景及び必要性

※今回の研究・試作開発等において、社会環境やニーズ（外部環境）の変化、企業にとって新たな取組みの必要性（内部環境）などを記載してください。

なお、この計画で行う研究・試作開発等の基礎となる技術・ノウハウ・これまでの取組み等も書いてください。
　
３　研究・試作開発等の目的・目標
※上記の「２研究・試作開発等の背景及び必要性」を踏まえ、今回の研究・試作開発等の目的と研究・試作開発等が終了した時点において達成される目標を、数値等を用いて具体的に記載してください。

４　研究・試作開発等の課題及び研究（実施）項目
※上記「３研究・試作開発等の目的・目標」を達成するための課題（＝研究・試作開発等の課題）と研究・試作開発等課題解決の方法（＝研究（実施）項目）を記載してください。（課題の数に応じて記入欄の数を調整してください。）
　　　研究・試作開発等課題①（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　
	研　究　（　実　施　）項　目

	※「研究・試作開発等課題」の解決のために、どのような内容の研究等をどのような方法・役割分担（連携体内）で研究（実施）するのか、順を追って箇条書きで記載してください。

・
・
・


　　　研究・試作開発等課題②（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　
	研　究　項　目

	・
・
・


　　　研究・試作開発等課題③（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　

	研　究　項　目

	・
・
・


５　研究・試作開発等のスケジュール（案）
※「４研究・試作開発等課題及び研究（実施）項目」に記載した、「研究（実施）項目」ごとにスケジュール（案）を記載してください（記入欄は必要に応じて増やしてください）。

	　　　　　　　　年　月

研究（実施）項目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


６　アドバイザーの役割

　　※今回の研究開発及び実用化研究におけるアドバイザーの役割について、具体的に記載ください。

７　研究・試作開発等成果の事業化
（１）成果の活用内容

※今回の研究・試作開発等成果（試作品等）が、どのように製品化されるのかを具体的に記載してください。なお、今回の研究・試作開発等が事業化（製品化）の場合は、市場への投入時期やその内容について、具体的に記載してください（製品の生産・販売、見本市への出展、プレスリリース、カタログの作成等）。
（２）事業化計画

※今回の研究・試作開発等の目的が「実用化」の場合は、終了後の計画（予定）を記載してください。
　　①　製品等の概要

　　　・名称（仮称）
　　　・販売価格（予定）

　　　・機能、規格等

　　　・販売開始時期（予定）

　　　※製品のイメージ図を添付してください。
　　②　市場分析

　　　・市場調査の実施状況　　　　実施済　　　・　　　未実施
　　　・市場ニーズ
　　　・想定されるユーザー（消費者）
　　　・競合する製品の有無　　　　　有　　　・　　　無

　　　　（有の場合：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　・市場規模、市場占有率（予測）

　　　・製品の販売数量・売上額（予測）

　　③　知的財産権（特許権、実用新案権、意匠権、著作権等）の取得の可能性

　　④　事業化に関する連携体内での役割分担（生産、販売等）、スキーム

　　⑤　事業化のスケジュール案（試作品等の完成→製造→販売等まで）
	年　月
	内　　　　　　　容

	
	


８　期待される効果

※提案された研究開発が、ごく限られた企業等にのみ効果をもたらせるものではなく、当該産業分野における課題等を的確に把握し、新たな解決策となるなどの地域産業の発展に資する内容を具体的に記載してください。

「これまでの・・では・・であるが・・の飛躍的向上により、・・となることが見込まれる。

「・・の成果を活用することによって・・」

９　専門用語等の解説

　　※専門用語・略語等についてそれぞれ簡潔に解説してください。
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